
平成™�年š月š˜日 月曜日 (号外特第�号)官 報

項
と
し
、
同
条
第
三
十
六
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
十
五
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
十
四
項
」
に
改
め
、
同
項
を

同
条
第
三
十
五
項
と
し
、
同
条
第
三
十
七
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
十
八
項
第
二
号
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
十
七

項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
十
六
項
と
し
、
同
条
第
三
十
八
項
中「
附
則
第
十
一
条
第
十
八
項
第
三
号
」

を
「
附
則
第
十
一
条
第
十
七
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
十
七
項
と
し
、
同
条
第
三
十
九
項
中
「
附
則

第
十
一
条
第
十
九
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
十
八
項
」
に
、「
家
屋
及
び
償
却
資
産
」
を
「
都
市
の
居
住
者
の
利
便

の
向
上
に
資
す
る
施
設
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
十
八
項
と
し
、
同
条
第
四
十
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
十
九

項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
十
八
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
十
九
項
と
し
、
同
条
第
四
十
一
項
中
「
附
則
第

十
一
条
第
二
十
一
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
二
十
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
十
項
と
し
、
同
条
第
四
十
二

項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
二
十
一
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
二
十
項
」
に
改
め
、同
項
を
同
条
第
四
十
一
項
と
し
、

同
条
第
四
十
三
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
四
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条

第
四
十
二
項
と
し
、
同
条
第
四
十
四
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
四
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
二
項
」
に

改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
十
三
項
と
し
、
同
条
第
四
十
五
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
五
項
」
を
「
附
則
第
十
五

条
第
二
十
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
十
四
項
と
し
、
同
条
第
四
十
六
項
中「
附
則
第
十
一
条
第
二
十
八
項
」

を
「
附
則
第
十
一
条
第
二
十
六
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
十
五
項
と
し
、
同
条
第
四
十
七
項
を
削
り
、
同
条

第
四
十
八
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
八
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
五
項
」
に
改
め
、「
規
定
す
る
表
示
」

の
下
に「（
同
令
様
式
第
八
の
二
の
備
考
\
に
規
定
す
る
主
務
大
臣
が
告
示
で
定
め
る
年
と
し
て
「
二
〇
一
四
年
」
が

表
示
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。）」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
四
十
六
項
と
し
、
同
条
第
四
十
九
項
及
び
第
五
十
項
を
削

り
、
同
条
第
五
十
一
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
三
十
二
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
二
十
八
項
」
に
改
め
、
同
項
を

同
条
第
四
十
七
項
と
し
、
同
条
第
五
十
二
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
三
十
三
項
」
を「
附
則
第
十
一
条
第
二
十
九
項
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
十
八
項
と
し
、
同
条
第
五
十
三
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
九
項
」
を
「
附
則
第
十

五
条
第
二
十
六
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
十
九
項
と
し
、
同
条
第
五
十
四
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
三
十
四

項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
三
十
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
十
項
と
し
、
同
条
第
五
十
五
項
中
「
附
則
第
十

一
条
第
三
十
五
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
三
十
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
十
一
項
と
し
、
同
条
第
五
十

六
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
三
十
六
項
第
二
号
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
三
十
二
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同

条
第
五
十
二
項
と
し
、
同
条
第
五
十
七
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
三
十
七
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
三
十
三
項
」

に
、「
同
条
第
三
十
六
項
第
一
号
」
を
「
同
条
第
三
十
二
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
十
三
項
と
し
、
同

条
第
五
十
八
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
四
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第

五
十
四
項
と
し
、
同
条
第
五
十
九
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
五
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
二
項
」
に
改

め
、
同
項
を
同
条
第
五
十
五
項
と
し
、
同
条
第
六
十
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
六
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第

三
十
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
十
六
項
と
し
、
同
条
第
六
十
一
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
六
項
」
を

「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
十
七
項
と
し
、
同
条
第
六
十
二
項
中
「
附
則
第
十
五

条
第
三
十
八
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
五
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
十
八
項
と
し
、
同
条
に
次
の
八

項
を
加
え
る
。

59

法
附
則
第
十
五
条
第
三
十
六
項
に
規
定
す
る
災
害
時
に
お
け
る
放
送
法
第
六
十
四
条
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定

す
る
ラ
ジ
オ
放
送
に
よ
る
同
法
第
百
八
条
の
放
送
の
確
実
な
実
施
に
著
し
く
資
す
る
も
の
と
し
て
総
務
省
令
で
定

め
る
も
の
は
、
放
送
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会
規
則
第
十
号
）
第
八
十
六
条
の
二
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
同
法
第
百
八
条
の
放
送
の
確
実
な
実
施
の
た
め
に
特
に
必
要
な
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
総
務

大
臣
の
確
認
を
受
け
た
同
項
に
規
定
す
る
基
幹
放
送
設
備
等
整
備
計
画
（
同
令
第
八
十
六
条
の
二
第
三
項
の
規
定

に
よ
る
変
更
の
確
認
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
そ
の
変
更
後
の
も
の
）
又
は
同
令
第
百
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
同
法
第
百
八
条
の
放
送
の
確
実
な
実
施
の
た
め
に
特
に
必
要
な
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
総
務
大
臣
の
確

認
を
受
け
た
同
項
に
規
定
す
る
基
幹
放
送
局
設
備
整
備
計
画
（
同
令
第
百
一
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
変
更

の
確
認
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
そ
の
変
更
後
の
も
の
）
に
記
載
さ
れ
た
も
の
（
電
源
設
備
に
あ
つ
て
は
、
可
搬
型

の
も
の
を
除
く
。）と
す
る
。

65

政
令
附
則
第
十
一
条
第
三
十
六
項
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
専
ら
研
究
開
発
に
関
す
る
事
業

の
用
に
供
さ
れ
る
減
価
償
却
資
産
の
耐
用
年
数
等
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
四
十
年
大
蔵
省
令
第
十
五
号
）
別
表
第

六
の
上
欄
に
掲
げ
る
器
具
及
び
備
品
（
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
固
定
資
産
に
限
る
。）と
す
る
。

66

政
令
附
則
第
十
一
条
第
三
十
七
項
に
規
定
す
る
都
市
の
居
住
者
の
利
便
の
向
上
に
資
す
る
施
設
で
総
務
省
令
で

定
め
る
も
の
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
（
そ
の
利
用
に
つ
い
て
対
価
又
は
負
担
と
し
て
支
払
う
べ
き
金
額
の

定
め
の
あ
る
も
の
を
除
く
。）で
あ
つ
て
、
都
市
の
居
住
者
の
利
便
の
向
上
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
き
国

土
交
通
大
臣
の
証
明
を
受
け
た
も
の
と
す
る
。

一

緑
化
施
設

二

通
路
（
次
に
掲
げ
る
施
設
の
い
ず
れ
か
と
連
絡
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
何
ら
の
制
限
な
し
に
通
行
で
き
る

こ
と
及
び
構
造
上
他
の
施
設
と
区
分
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
国
土
交
通
大
臣
の
証
明
を
受
け

た
も
の
に
限
る
。）

イ

道
路
、
都
市
高
速
鉄
道
、
駐
車
場
、
自
動
車
タ
ー
ミ
ナ
ル
そ
の
他
の
交
通
施
設

ロ

公
園
、
緑
地
、
広
場
そ
の
他
の
公
共
空
地

60

法
附
則
第
十
五
条
第
三
十
七
項
に
規
定
す
る
地
下
街
等
に
お
け
る
洪
水
時
の
避
難
の
確
保
及
び
洪
水
時
の
浸
水

の
防
止
を
図
る
た
め
の
設
備
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
防
水
板
、
防
水
扉
、
排
水
ポ
ン
プ
及
び
換
気
口
浸

水
防
止
機
と
す
る
。

61

法
附
則
第
十
五
条
第
三
十
八
項
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
機
器
は
、
次
に
掲
げ
る
機
器
と
す
る
。

一

冷
蔵
陳
列
棚
又
は
冷
凍
陳
列
棚
（
陳
列
棚
（
品
温
を
摂
氏
十
度
以
下
に
保
つ
機
構
を
有
す
る
も
の
に
限
る
。）

及
び
専
用
の
冷
蔵
機
若
し
く
は
冷
凍
機
（
定
格
出
力
が
一
・
五
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
も
の
に
限
る
。）を
同
時
に

設
置
す
る
場
合
の
こ
れ
ら
の
も
の
又
は
当
該
冷
蔵
機
若
し
く
は
冷
凍
機
を
内
蔵
し
た
当
該
陳
列
棚
に
限
る
も
の

と
し
、
こ
れ
ら
と
同
時
に
設
置
す
る
専
用
の
冷
却
塔
、
ポ
ン
プ
又
は
配
管
を
含
む
。）

二

倉
庫
用
冷
蔵
装
置
又
は
冷
凍
装
置
（
倉
庫
内
の
温
度
を
摂
氏
十
度
以
下
に
保
つ
冷
蔵
又
は
冷
凍
能
力
を
有
す

る
冷
蔵
装
置
又
は
冷
凍
装
置
に
限
る
も
の
と
し
、
こ
れ
ら
と
同
時
に
設
置
す
る
専
用
の
送
風
装
置
を
含
む
。）

62

法
附
則
第
十
五
条
第
三
十
九
項
に
規
定
す
る
医
療
に
関
す
る
研
究
開
発
を
実
施
す
る
事
業
で
あ
つ
て
、
基
礎
的

な
も
の
そ
の
他
の
収
益
性
の
低
い
も
の
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
（
平
成
二

十
五
年
法
律
第
百
七
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
事
業
で
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
施
行
規
則
（
平
成
二

十
六
年
内
閣
府
令
第
二
十
号
）
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
事
業
（
同
号
イ
に
掲
げ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
製
造
に

係
る
も
の
を
除
く
。）で
あ
つ
て
、
科
学
技
術
基
本
法
（
平
成
七
年
法
律
第
百
三
十
号
）
第
九
条
第
二
項
第
一
号
に

規
定
す
る
研
究
開
発
の
う
ち
基
礎
研
究
又
は
応
用
研
究
（
収
益
を
生
ず
る
ま
で
に
長
期
間
を
要
す
る
も
の
に
限

る
。）に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
第
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
認
定
区
域
計
画
に
記
載
さ

れ
た
も
の
と
す
る
。

63

法
附
則
第
十
五
条
第
三
十
九
項
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
計
画
は
、
同
項
に
規
定
す
る
実
施
主
体
の
国

家
戦
略
特
別
区
域
法
施
行
規
則
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
国
家
戦
略
特
別
区
域
担
当
大
臣
の
確
認
を
受
け
た

同
条
第
一
項
の
事
業
実
施
計
画
（
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
確
認
が

あ
つ
た
場
合
に
は
、
そ
の
変
更
後
の
も
の
）
と
す
る
。

64

政
令
附
則
第
十
一
条
第
三
十
六
項
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
取
得
価
額
は
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
機
械
及
び
装
置
並
び
に
器
具
及
び
備
品
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て「
機
械
装
置
等
」と
い
う
。）

の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
と
す
る
。

一

購
入
し
た
機
械
装
置
等

次
に
掲
げ
る
金
額
の
合
計
額

イ

当
該
機
械
装
置
等
の
購
入
の
代
価
（
引
取
運
賃
、
荷
役
費
、
運
送
保
険
料
、
購
入
手
数
料
、
関
税
そ
の
他

当
該
機
械
装
置
等
の
購
入
の
た
め
に
要
し
た
費
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
費
用
の
額
を
加
算
し
た
金
額
）

ロ

当
該
機
械
装
置
等
を
事
業
の
用
に
供
す
る
た
め
に
直
接
要
し
た
費
用
の
額

二

購
入
以
外
の
方
法
に
よ
り
取
得
し
た
機
械
装
置
等

次
に
掲
げ
る
金
額
の
合
計
額

イ

そ
の
取
得
の
時
に
お
け
る
当
該
機
械
装
置
等
の
取
得
の
た
め
に
通
常
要
す
る
価
額

ロ

当
該
機
械
装
置
等
を
事
業
の
用
に
供
す
る
た
め
に
直
接
要
し
た
費
用
の
額
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